
 

 

 

瀬谷区２歳男児重篤事例について 

 

１ 事例の概要 

平成 24 年６月 30 日（土）、２歳男児（以下、「本児」と記載）の首を絞め、殺そうとした疑

いで、同日実母が逮捕されました。 

実母は入院中でしたが、この日、病院の外出（日帰り）許可を得て帰宅しており、本児の首

を絞めたあと、台所から包丁を持ち出し自殺を図り、首などを切ろうとしました。別室にいた

実父がこれを発見して 119 番通報し、本児は病院に搬送されて治療を受け、７月 12 日（木）

に退院しました。 

 

２ 世帯構成 

実父（36 歳）、実母（38 歳）、本児（平成 21 年 12 月生 ２歳）の３人世帯 

＊事例発生時の年齢 

 

３ 住所 

  瀬谷区五貫目町 

 

４ 経過 

平成 22 年１月 14 日(木) こんにちは赤ちゃん訪問の件で区から電話を入れたところ、実母

から「死にたい。」という訴えがある。 

平成 22 年１月 15 日(金) 区が家庭訪問実施。入院先を早急に探すことになる。 

平成 22 年１月 18 日(月) 実母入院（１回目） 

平成 22 年１月 26 日(火) 実父が児童相談所へ相談 

平成 22 年１月 29 日(金) 本児の一時保護開始（実母が入院し養育困難なため） 

平成 22 年２月９日(火) 本児の一時保護解除（実父が育児休業を取得したため） 

     同日 区と児童相談所が今後の支援方針を協議。「区を中心に子育て支

援を継続」とした。 

平成 22 年４月 16 日(金) 実母の外泊にあわせて、区が家庭訪問実施。育児支援家庭訪問員

（看護職）、ヘルパー等の利用について説明 

平成 22 年４月 22 日(木) 実母退院 

平成 22 年５月 12 日(水) ４か月児健康診査受診。成長発達に問題なし。 

平成 22 年６月中旬～ 育児支援家庭訪問員（看護職）による支援開始（月２～３回） 

平成 22 年７月中旬～ 保育施設利用開始（週３回、平成 24 年３月まで） 

平成 23 年３月 28 日(月) ヘルパー利用開始（週２回程度） 

平成 23 年５月 25 日(水) 実母入院（２回目） 

平成 23 年６月 15 日(水) 実母退院 

平成 23 年７月７日(木) １歳６か月児健康診査受診。成長発達に問題なし 

平成 24 年２月７日(火) 実母が「よこはま子ども虐待ホットライン」へ電話。「具合が悪

くて子どもを傷つけてしまいそう」と相談。ホットライン相談員

は実母の様子に不安を感じ、直後に児童相談所へ連絡し区との調

整で区が家庭訪問することにした。 
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平成 24 年２月７日(火) 区が家庭訪問実施。本児の安全確認及び実父の帰宅まで在宅し実

父に引き継ぐ。 

     同日 実母入院（３回目） 

平成 24 年２月 16 日(木) 児童相談所の受理会議にて支援方針を検討。区が主体となって状

況を把握し、児童相談所は一時保護や施設入所等の関わりが必要

な場合に備えることにした。 

平成 24 年４月１日(日) 本児が保育所へ入所 

平成 24 年４月 19 日(木) 病院を外出し、帰宅していた実母から区へ電話。「子どもを殺し

てしまうのではないかと自分が恐い」と相談。区は実母に頓服の

内服を指示するとともに、実父に電話し早めの帰宅を依頼。実母

は同日帰院。 

平成 24 年４月 23 日(月) 区から病院に連絡。「外出するのであれば事前に区へ連絡するよ

う」依頼 

平成 24 年５月 18 日(金) 外泊中（５月 16 日～20 日）の実母が「よこはま子ども虐待ホッ

トライン」へ電話。「子どもを育てることができないので話を聞い

てほしい」と相談。児童相談所経由で区へ連絡 

同日 区が実母へ電話。本児は保育所登園中で、夕方実父が本児を迎え

に行き、実母が帰院するまでの間、実父が対応できる状態であっ

た。訪問も提案したが、希望せず。傾聴し落ち着く。 

平成 24 年５月 23 日(水) 実父が区へ来所し面談。今後の支援内容について確認 

平成 24 年６月 27 日(水) 区が実父へ連絡。本児及び実母の状況を確認 

平成 24 年６月 28 日(木) 

 

状況確認のため区から病院へ電話。「実母の病状は入院を継続せ

ざるを得ない状態」とのこと。外泊時や退院予定が決まれば、事

前に区へ連絡をもらえるよう依頼 

平成 24 年６月 30 日(土) 病院の外出（日帰り）許可を得て帰宅していた実母が、本児の首

を絞めて殺そうとした疑いで逮捕 

  

５ 今後について 

  捜査結果等を確認し、外部有識者からなる「児童虐待による重篤事例等検証委員会」を開催

し、重篤事例として検証を実施します。 



 

 

 

栄区５か月女児重篤事例について 

 

１ 事例の概要 

生後５か月の女児を激しく揺さぶり、「乳幼児揺さぶられ症候群」による重傷を負わせた

として、平成 24 年７月 15 日（日）に実父が傷害容疑で逮捕されました。実父は容疑を否認

しています。 

本児は平成 23 年３月 22 日、病院を受診しており、急性脳浮腫、急性硬膜下血腫、両側網

膜出血などの重傷を負い、脳や両目に重度の後遺症が残る可能性があります。現在、本児は

乳児院に入所しています。 

 

２ 世帯構成 

実父（32 歳）、実母（37 歳）、本児（平成 22 年 10 月生 １歳８か月）、妹（３か月）、 

 父方祖母（59 歳)の５人世帯 

＊  事例発生当時は、実父、実母、本児、父方祖母の４人世帯 

 

３ 住所 

  栄区小山台一丁目 

 

４ 経過 

平成 22 年 12 月 15 日 こんにちは赤ちゃん訪問実施（母子ともに問題なし） 

平成 23 年１月 13 日 区が助産師による母子訪問を実施（母子ともに問題なし）

平成 23 年３月 11 日 ４か月児健康診査受診（成長発達に問題なし） 

平成 23 年３月 22 日 事例発生 

同日  実父母が、本児を連れてＡ病院を受診 

平成 23 年３月 23 日 

    同日 

Ｂ病院へ搬送、入院 

児童相談所がＡ病院からの通告を受理 

平成 23 年４月 14 日 児童相談所が、入院先のＢ病院で本児の一時保護を開始 

    同日 児童相談所が、実父母、父方祖母へ児童虐待の疑いがある

と伝えた。 

平成 23 年９月７日 本児がＢ病院を退院し、乳児院へ一時保護先を変更 

平成 23 年 10 月１日 本児の一時保護を解除し、同乳児院へ入所措置 

平成 23 年 10 月６日 実母及び父方祖母が本児と面会 

（以降、実父母及び父方祖母と週１回程度の面会を実施）

平成 24 年４月 妹が出生 

平成 24 年６月６日 区が妹を対象に母子訪問を実施（母子ともに問題なし） 

 

５ 今後の対応 

外部有識者による検証を実施するかどうかにつきましては、今後の捜査や裁判等の経過を

踏まえた上で、対応してまいります。 
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